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　　　　　　おじさんのおじさんの
ふるさと情報ふるさと情報

　
飯
地
町
は
木
曽
川
右
岸
に
そ
そ
り
立
つ
標
高

約
６
０
０
㍍
の
地
で
す
。
多
く
の
峰
々
が
林
立

し
、
保
水
力
に
乏
し
く
農
耕
に
適
さ
な
い
「
不

毛
の
地
」
で
し
た
。

　
し
か
し
、
飯
地
の
地
名
は
「
飯め
し

の
地
」
で
あ

り
、
文
字
通
り
に
読
め
ば
豊
か
な
穀
倉
地
帯
を

指
し
ま
す
。
不
毛
の
地
と
飯
の
地
で
は
大
き
く

矛
盾
し
て
い
ま
す
。

　
元
々
、
飯
の
地
は
現
在
の
加
茂
郡
八
百
津
町

潮し
お

南み

の
こ
と
で
、
当
時
は
塩
見
と
呼
ん
で
い
ま

し
た
。
か
つ
て
美
濃
国
苗
木
領
飯
地
村
は
、
こ

の
塩
見
を
中
心
と
し
た
豊
か
な
穀
倉
地
帯
で
あ

り
、苗
木
藩
の
鉄
砲
隊
の
集
落
で
し
た
。
半
面
、

飯
地
村
東
部
は
原
生
林
に
覆
わ
れ
、
人
の
ほ
と

ん
ど
住
め
な
い
未
開
の
地
で
し
た
。

　
そ
こ
へ
１
６
６
９
（
寛
文
９
）
年
、
関
ヶ
原

で
敗
れ
た
伊
東
一
族
が
苗
木
藩
遠
山
家
に
か
く

ま
わ
れ
、
こ
の
地
を
金
一
両
で
購
入
。
開
拓
し

て
隠
れ
里
を
形
成
し
た
の
で
し
た
。

　
苗
木
藩
と
し
て
も
、
豊
臣
方
の
伊
東
一
族
を

か
く
ま
っ
た
こ
と
が
幕
府
に
知
れ
る
と
、
お
家

断
絶
は
必
至
で
す
。
そ
の
た
め
、
江
戸
幕
府
が

諸
藩
の
大
名
の
監
視
と
情
勢
調
査
の
た
め
に
派

遣
し
た
、
巡じ
ゅ
ん

検け
ん

使し

に
飯
地
へ
の
立
ち
入
り
を
阻

止
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
明
治
に
入
り
、
元
々
穀
倉
地
帯
で
あ
っ
た
塩

見
は
１
８
９
７
（
明
治
３０
）
年
、
飯
地
村
か
ら

分
離
し
、潮
南
村
と
し
て
独
立
。
こ
れ
に
よ
り
、

東
部
の
飯
地
が
地
名
と
し
て
残
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

　
余
談
で
す
が
、
不
毛
の
地
を
生
活
の
場
へ
と

開
墾
す
る
に
は
、
馬
牛
の
力
が
必
要
で
す
。
飯

地
に
は
「
血
取
り
場
」
跡
や
「
馬ば

頭と
う

観
音
」
が

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
血
取
り
場
と
は
雄
馬

の
去
勢
場
で
あ
り
、
そ
ん
な
馬
を
や
さ
し
く
慰

め
る
の
が
馬
頭
観
音
で
し
た
。
馬
頭
観
音
は
明

治
の
廃
仏
毀き

釈し
ゃ
く

に
よ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
壊

さ
れ
た
た
め
、
現
在
残
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の

後
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。

飯
の
地
と
不
毛
の
地

伊東祐
ゆう

朔
さく
さん

（飯地町）

ふ
る
さ
と
に
学
び
郷
土
愛
を
育
む
、
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
恵
那
市
読
書
の
日
」

市
中
央
図
書
館
～
伊
藤
文
庫
～

今
月
の
物
知
り
お
じ
さ
ん

『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。インキも石油系ではなく、
地球に優しい植物油を使用したインキで印刷しています。

　５月１６日、長島町正家の円通寺前の斎
田で、例年開催している「恵

え

奈
な

の里　次
すき

米
まい

お田植え祭」の規模を縮小し、神事とお田
植えが行われました。
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため
今年は恵那農業高校生や小中学生は参加せ
ず、実行委員会と地元関係者のみが参加。
実行委員会の河村尚徳会長は「感染症が早
く収束し、秋の抜き穂祭は盛大に行えるこ
とを願っています」と話しました。

豊作とコロナウイル豊作とコロナウイル
スの早期収束を祈願スの早期収束を祈願

今月の表紙  3	 特集	梅雨入り前だからこそ
　　　　　大雨に備える
 6	 特集	恵那峡リニューアル
 8	 特集	コロナウイルス情報
12	 お知らせ
16	 みんなの掲示板・おくやみ
18	 健康ガイド
19	 相談コーナー
20	 恵那中央出張所だより
21	 図書館・文化施設情報
22	 エーナの社会見学
	 ビジネスサポートセンター
23	 健幸レシピ・医療の現場から
24	 出生・1歳になりました
	 園・小中学校トピックス
25	 輝く恵那人
26	 ニュースと話題
28	 市職員募集

総数 49,564 人 （ ＋ 19）
　男 24,180 人 （ ＋ 13）
　女 25,384 人 （ ＋ 6）
世帯 19,924 世帯 （ ＋ 45）

（　）内は前月との比較

人口（5月 1日現在）

168 回（765 回）
（　）内は 1 月からの累計

出生　25 人
死亡　40 人 － 15 人
 1 月からの自然増減 － 100 人
転入　175 人
転出　141 人 ＋ 34 人
 1 月からの社会増減 － 157 人

人口動態（４月異動）

救急車出動回数（４月）
建物 4 件 （5 件）
その他 2 件 （4 件）
（　）内は 1 月からの累計

人身事故 5 件 （19 件）
物損事故 61 件 （349 件）
負傷者 6 人 （21 人）
死者　 0人 （0 人）
（　）内は 1 月からの累計

火災（４月）

交通事故（４月）

Facebook や Instagram、LINE、YouTube の登録は
無料ですが、接続料や通信料は利用者の負担です。

▼ Facebook ▼ Instagram

▼ LINE ▼ YouTube

広報えな６月号　目次

▲廃仏毀釈の後に再建され
た馬頭観音

　
　
　
　
　
リ
ラ
豪
雨
を
は
じ
め
、
近
年
は
こ

　
　
　
　
　
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

　
　
　
　
　
豪
雨
に
よ
る
災
害
が
増
え
て
い
ま

す
。
特
に
、
６
月
の
梅
雨
入
り
か
ら
秋
の
台
風

シ
ー
ズ
ン
ま
で
は
、
多
く
の
雨
が
降
り
、
よ
り

一
層
の
注
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
昨
年
の
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け
て

九
州
地
方
を
襲
っ
た
大
雨
は
、
梅
雨
前
線
が
西

日
本
か
ら
東
日
本
付
近
に
停
滞
し
、
前
線
に
向

か
っ
て
暖
か
く
湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
ん
だ
こ

と
に
よ
り
、
前
線
の
活
動
が
活
発
化
。
６
月
２８

日
か
ら
７
月
５
日
ま
で
の
降
水
量
は
、
宮
崎
県

の
一
部
で
、
１
０
８
９
・
５
㍉
に
達
し
、
鹿
児

島
県
や
熊
本
県
な
ど
で
は
５
０
０
㍉
を
超
え
ま

し
た
。
１
時
間
降
水
量
は
、
最
も
多
い
地
域
で

８１
㍉
を
観
測
。記
録
的
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
雨
に
よ
り
、
２
人
の
方
が
亡
く
な
り
、

９
棟
の
建
物
が
全
壊
す
る
な
ど
、
多
く
の
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
し
い
雨
と
は
、
１
時
間
に
ど
れ
だ

　
　
　
　
　
け
の
雨
が
降
っ
た
場
合
か
知
っ
て

　
　
　
　
　
い
ま
す
か
。
気
象
庁
で
は
、
１
時

間
の
降
水
量
が
３０
か
ら
５０
㍉
を
記
録
し
た
場
合

激
し
い
雨
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
５０
㍉
を
超
え
る

と
非
常
に
激
し
い
雨
、
８０
㍉
を
超
え
る
と
猛
烈

な
雨
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
激
し
い
雨
が
降
っ
た
場
合
、
道
路
が
川
の
よ

う
に
な
っ
た
り
、
山
崩
れ
・
が
け
崩
れ
の
危
険

の
あ
る
地
帯
で
は
、
避
難
が
必
要
に
な
っ
た
り

し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
自
分
や
大
切

な
人
の
命
を
守
る
た
め
、
大
雨
へ
の
備
え
と
早

め
の
避
難
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ゲ激

梅雨入り前だからこそ
　　　　　　　　  大雨に備える

問い合わせ　危機管理課志２６－２１１１（内線３５４）

山岡町下手向地内の小里川氾濫（平成２９年８月）



情
報
を
得
る
手
段
の
確
保

1

2

3

4

事
前
に
調
べ
る

常
に
気
に
掛
け
る

早
め
に
避
難
す
る
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豪
雨
に
備
え
る
た
め
の
心
構
え

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

　
市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
や
音
声
告
知

器
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
市
民
メ
ー
ル
を

使
っ
て
、
気
象
情
報
や
避
難
情
報
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
メ
ー
ル
の
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
登
録

す
る
こ
と
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
気
象
情

報
な
ど
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
他
、
観
光
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
、

熊
出
没
情
報
、
火
災
情
報
な
ど
も
受
け
取

れ
ま
す
。
詳
し
い
登
録
方
法
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
く
だ
さ
い
。

停
電
情
報
お
知
ら
せ
サ
ー
ビ
ス

　
中
部
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ト
株
式
会
社

が
提
供
す
る
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア

プ
リ
「
停
電
情
報
お
知
ら
せ
サ
ー
ビ
ス
」。

こ
の
ア
プ
リ
は
、
停
電
が
発
生
し
て
い
る

地
域
や
規
模
、
復
旧
状
況
を
プ
ッ
シ
ュ
通

知
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ヤ
フ
ー
ジ
ャ
パ
ン

　
防
災
速
報

　
Ｙヤ

フ

ー

ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｊジ

ャ

パ

ン

ａ
ｐ
ａ
ｎ
が
提
供
す

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の
ア
プ
リ
で
、

利
用
者
が
設
定
し
た
地
域
の
災
害
情
報
を

プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
ア
プ
リ
は
、
緊
急
地
震
速
報

や
大
雨
危
険
度
、
豪
雨
予
報
、
気
象
警

報
、
土
砂
災
害
情
報
、
河
川
洪
水
情
報
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
情
報
を
網
羅
し
て
い

ま
す
。

▲メール
配信サー
ビス

　
自
宅
か
ら
勤
務
先
・
学
校
ま
で
の
通
勤

通
学
路
や
、
避
難
路
な
ど
の
危
険
な
場
所

を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域

　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
は
、
崖
崩
れ
や

土
石
流
、
地
滑
り
な
ど
の
土
砂
災
害
の
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
る
区
域
で
す
。
市
内
に

は
、
１
０
０
０
近
く
の
土
砂
災
害
警
戒
区

域
が
あ
り
、
詳
し
い
情
報
は
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確
認
で
き
ま
す
。

洪
水
に
よ
る
浸
水
想
定
区
域

　
浸
水
想
定
区
域
と
は
、
河
川
の
氾
濫
に

よ
り
、
自
宅
な
ど
が
水
に
漬
か
る
浸
水
が

想
定
さ
れ
る
区
域
の
こ
と
で
す
。
県
で
は

想
定
し
得
る
最
大
規
模
の
雨
が
降
り
、
河

川
が
氾
濫
し
た
場
合
の
浸
水
範
囲
や
浸
水

深
な
ど
の
情
報
を
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公

表
し
て
い
ま
す
。

川
の
水
位
を
気
に
掛
け
る

　
県
で
は
、
洪
水
時
に
川
の

水
位
を
確
認
す
る
た
め
、
危

機
管
理
型
水
位
計
の
設
置
を

進
め
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
市
内
の
２８
河

川
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
設
置
さ

れ
る
予
定
で
す
。
危
機
管
理
型
水
位
計
の

水
位
情
報
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

土
砂
災
害
の
危
険
度
を
気
に
掛
け
る

　
大
雨
警
報（
土
砂
災
害
）

や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
の

発
表
時
な
ど
、
危
険
度
を

県
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確

認
で
き
ま
す
。
危
険
度
に
応
じ
、
注
意
は

黄
色
黄
色
、
警
戒
は
赤
色
、
非
常
に
危
険
は
薄薄

紫
色
紫
色
、
極
め
て
危
険
は
濃
い
紫
色
で
表
示

さ
れ
ま
す
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

危
険
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
逃
げ
る

　
猛
烈
な
雨
の
場
合
、
防

災
行
政
無
線
の
避
難
情
報

が
聞
き
取
り
に
く
か
っ
た

り
、
突
然
の
大
雨
で
避
難

情
報
の
発
表
が
遅
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
危
険
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
逃

げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

立
ち
退
き
避
難
と
垂
直
避
難

　
大
雨
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
行
動

に
は
避
難
場
所
な
ど
へ
避
難
す
る
「
立
ち

退
き
避
難
」
と
建
物
の
上
階
へ
避
難
す
る

「
垂
直
避
難
」
が
あ
り
ま
す
。

立
ち
退
き
避
難

　
自
宅
が
土
砂
災
害
警
戒
区
域
や
川
に
近

い
場
合
は
、
災
害
に
遭
う
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。
速
や
か
に
避
難
場
所
な
ど
の
安
全

な
場
所
へ
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

垂
直
避
難

　
屋
外
へ
の
避
難
が
危
険
な
場
合
は
、
自

宅
の
２
階
以
上
な
ど
、
屋
内
の
安
全
な
場

所
に
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

川
や
用
水
路
を
見
に
行
か
な
い

　
大
雨
の
時
に
、
川
や
用
水
路
を
見
に
行

き
、
流
さ
れ
て
被
害
に
遭
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。
大
雨
時
に
は
絶
対
に
川
や
用
水
路

を
見
に
行
く
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

避難所での

新型コロナウイルス感染防止対策

　新型コロナウイルス感染症が収束する前に災害が発
生したらどうなるのか、普段から事前の準備や、いざ
というときの対応を考えておきましょう。

避難の検討

　避難とは、難を避けること。つまり、安全を確保す
ることです。まずは自宅の災害の危険性を確認し、自
宅に留まることができる場合は、自宅避難を検討しま
しょう。

親戚や友人宅などへの避難の検討

　市の開設する避難所以外にも、親戚や友人の家など
安全な区域にあり、広さに余裕のある所に避難するこ
とができる場合は、そうした場所への避難も検討して
ください。

健康状態の確認

　普段から検温を行うなど、定期的に健康状態の確認
を行いましょう。

避難所での感染予防ポイント

手洗い、手指消毒の徹底

　小まめに石けんでの手洗いや手指の消毒
をしてください。

せきエチケットの徹底

　マスクがある場合は正しく着用し、マスクがない場
合はタオル・手ぬぐいなどで口や鼻を覆い
せきエチケットを徹底してください。

スペースの確保と十分な換気

　人と人の距離を２㍍以上確保し、頻繁に換気を行う
など、可能な限り密閉・密集・密接の

「３密」とならないよう心掛けてください。

避難所に持っていく物

通常の避難用品

　◦加熱調理せず食べられる食料、飲み物
　◦常備薬・処方薬、オムツ・生理用品などの日用品
　◦携帯電話などの充電器・予備バッテリー
　◦筆記用具　など
特別準備する避難用品

　◦マスク（タオル・手ぬぐいなどマスクの代わりに
　　なる物）
　◦除菌シート、体温計、スリッパ　など

崖崩れ（急傾斜地の崩壊） 土石流 地滑り

▲Android

▲iPhone

▲Android・
　iPhone
　共通版

▲土砂災
害ハザー
ドマップ

▲浸水想
定区域

（岐阜県）

▲川の水
位情報
危機管理
型水位計

▲ぎふ土
砂災害警
戒情報

雨や地震などの影響によっ
て、急激に斜面が崩れ落ち
る自然現象

山の石や土砂が、大雨など
によって水と一緒に激しく
流れ下る自然現象

雨や雪解け水が地下に染み
込み、断続的に斜面が滑り
出す自然現象

前兆現象に注意しましょう！！

・崖に割れ目が見える
・崖から水が湧き出ている
・崖から小石が落ちてくる

・急に川が濁り流木が混ざる
・山鳴りがする
・雨が降り続いているのに川の  
　水位が下がる

・沢や井戸の水が濁る
・地面にひび割れができる
・斜面から水が噴き出す




